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酪
農
家
三
代
目
と
し
て

　
　

金
成
反
町

　
　

  

熊 

谷 

耕 

一
さ
ん
御
一
家

　

耕こ
う
い
ち一
さ
ん
は
、
妻
の
美み

か佳
さ
ん
、
子
供
の
幹か

ん

太た

君
、
楓ふ

う

真ま

君
、
父
の
正ま

さ
ゆ
き幸
さ
ん
、
母
の
ゆ
り

さ
ん
、
祖
父
の
剛つ

よ
し

さ
ん
の
四
世
代
７
人
家
族
で

す
。

　

就
農
と
同
時
に
家
族
経
営
協
定
を
結
び
、
自

身
の
た
め
に
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
認
定
農
業
者
と
な
り
、
日
々
農
作
業
に

励
ん
で
い
ま
す
。
牛
、
餌
の
管
理
を
す
べ
て
担

い
、
以
前
よ
り
も
乳
量
の
増
加
、
牛
郡
の
繁
殖

成
績
も
良
く
な
り
経
営
も
安
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

年
中
無
休
の
仕
事
で
す
が
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

や
両
親
の
協
力
を
得
て
、
子
供
と
の
時
間
を
作

り
プ
ラ
イ
ぺ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、「
規
模
拡
大
」
と
「
安
定

し
た
乳
量
の
出
荷
」
と
話
す
耕
一
さ
ん
。
離
農

す
る
酪
農
家
が
多
い
中
、
目
標
を
達
成
し
、
ぜ

ひ
四
代
目
に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
（
取
材　

阿
部　

一
信
委
員
）
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主 な 内 容主 な 内 容主 な 内 容



　
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

　

令
和
３
年
10
月
25
日

に
、
鈴
木
会
長
か
ら
佐

藤
智
市
長
に
「
農
地
等

利
用
最
適
化
推
進
施
策

に
関
す
る
意
見
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
書
は
、
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、

農
地
等
の
利
用
の
最
適

化
の
推
進
に
関
す
る
事

務
を
よ
り
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

 

　

主
な
内
容

１　

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
・
集
約
化
に
つ
い
て

　

⑴　

集
落
営
農
の
組
織
化
、
法
人
化
に
つ
い
て

　
　

・　

営
農
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
の
強
化

　
　

・　

集
落
営
農
組
織
の
実
情
把
握
と
各
組
織
に

　
　
　

応
じ
た
支
援
の
充
実

　

⑵　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
つ
い
て

　
　

・　

地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
た
実
質
化
に
向
け

　
　
　

た
プ
ラ
ン
作
成
へ
の
取
り
組
み
の
積
極
的
な

　
　
　

推
進

　

⑶　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
市
の
独
自
支
援
に
つ

　
　

い
て

　
　

・　

市
独
自
で
、
受
け
手
へ
協
力
金
な
ど
の
支

　
　
　

援
策
の
検
討

　

⑷　

農
地
の
基
盤
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

・　

ほ
場
の
大
区
画
化
等
の
整
備
の
推
進
、
農

　
　
　

業
者
負
担
の
軽
減
支
援

　
　

・　

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業

　
　
　

や
団
体
営
の
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
の
積

　
　
　

極
的
な
導
入

　
　

・　

採
択
要
件
の
緩
和
を
国
や
県
へ
の
働
き
か
け

２　

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
つ
い
て

　

⑴　

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
の
積
極
的
な
活
用

　
　

や
農
地
の
適
正
な
管
理
と
効
率
的
な
利
用
の
確

　
　

保
に
向
け
た
周
知
啓
発

　

⑵　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
の
充
実
、
交

　
　

付
申
請
や
活
動
報
告
な
ど
に
係
る
事
務
手
続
き

　
　

の
簡
略
化
を
国
等
へ
の
働
き
か
け

　

⑶　

農
地
へ
の
復
元
に
要
す
る
経
費
に
対
す
る
補

　
　

助
制
度
の
検
討

３　

新
規
参
入
の
促
進
に
つ
い
て

　

⑴　

農
業
経
営
、
農
業
技
術
向
上
の
た
め
の
相

　
　

談
・
指
導
体
制
の
充
実

　

⑵　

青
年
就
農
者
の
た
め
の
農
業
次
世
代
投
資
資

　
　

金
や
低
利
融
資
制
度
の
継
続
を
国
や
県
へ
要
望

　
　

並
び
に
農
業
機
械
・
施
設
の
整
備
な
ど
に
係
る

　
　

市
独
自
の
支
援
制
度
を
創
設

　

⑶　

新
た
な
成
長
産
業
と
し
て
の
ス
マ
ー
ト
農
業

　
　

の
推
進

４　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

　

⑴　

農
作
物
の
被
害
防
止
に
対
す
る
被
害
防
止
対

　
　

策
の
強
化

　

⑵　

助
成
事
業
に
対
す
る
充
分
な
予
算
措
置

　

⑶　

被
害
の
復
旧
に
対
す
る
支
援
制
度
の
創
設

５　

そ
の
他

　

⑴　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、

　
　

業
務
用
米
の
需
要
の
落
ち
込
み
や
米
価
の
下
落

　
　

に
対
す
る
米
の
生
産
・
販
売
戦
略
の
構
築

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
地
域
の

農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
市
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
・
団
体
と
の
協
力
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
農
業
の

将
来
あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
、
優
良
農
地
の
確
保
と
有

効
利
用
、
担
い
手
の
育
成
、
農
業
者
と
の
話
し
合
い
や

相
談
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込み・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎︎（４２）１２３９
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謹
ん
で
新
春
の
御
祝
詞
を
申し

上
げ
ます

　

日
頃
よ
り
、
栗
原
市
農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
は
、
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

本
市
農
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
特
に
米
価
が
大
幅
に
下
落

し
た
こ
と
に
よ
る
農
家
経
営
の
逼
迫
を
懸
念
し
、
市
に
対
し
て
需

給
改
善
対
策
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
農
業
者
の
経
営
継
続
へ
の

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

農
業
情
勢
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
、

鳥
獣
被
害
の
増
加
、
未
だ
収
束
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
地
域
農
業
を
支
え
て
き
た
集
落
営
農

が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
本
市
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
混
迷
と
不

透
明
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
委
員
会
で
は
「
地
域
の
農
地
を
活
か
し
、

担
い
手
を
応
援
す
る
宮
城
県
運
動
」
を
通
じ
て
、
農
地
を
守
り
、

耕
し
続
け
る
農
地
利
用
の
最
適
化
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
地
域
農
業
者
の

代
表
と
し
て
互
い
に
連
携
を
図
り
、
本
市
農
業
の
あ
る
べ
き
姿
を

見
据
え
、
持
続
可
能
な
農
業
、
農
村
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 栗

原
市
農
業
委
員
会

　
　 

会 

長
　
鈴す
ず

　
木き

　
康や
す

　
則の
り

新
年
の
ご
挨
拶



くりはらし農業委員会だより3

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎︎（４２）１２３９

　

今
回
の
第
２
区
（
若
柳
・
金
成
・
志

波
姫
）
は
、
若
柳
川
南
袋
区
域
に
お
い

て
、
背
丈
ほ
ど
に
伸
び
た
カ
ヤ
な
ど
が

生
い
茂
る
荒
廃
状
態
の
田
の
復
元
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
モ
ア
や
草

刈
り
機
を
使
っ
て
草
を
刈
る
係
、
ト
ラ

ク
タ
ー
で
耕
す
係
、
ス
コ
ッ
プ
で
水
路

を
修
復
す
る
係
な
ど
、
役
割
を
分
担
し

な
が
ら
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
見
違
え
る
よ
う
な
美
田
へ

と
甦
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
委
員
全
員

達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

農
地
の
荒
廃
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
り
年
々
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
協
力
し
合
い
荒
廃
農
地
解
消
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

 

耕
作
放
棄
地
復
元
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

　　
　

11
月
４
日
、15
日
／
栗
原
市
内

農
業
委
員

　
佐  

藤 

　
勝

復元作業の様子

▲作業前

令和3年度耕作放棄地復元モデル事業実績
実施月日 実 施 場 所 実施面積

第 1 区 11月15日㈪ 一迫真坂字真坂明神 98アール

第 2 区 11月 4 日㈭ 若柳字川南袋 24アール

第 3 区 11月 4 日㈭ 栗駒鳥沢天神 33アール

計 155アール

※第 1 区　築館・一迫・高清水・瀬峰
※第３区　栗駒・鶯沢・花山

　

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
農
地

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
（
農
地
利
用
状
況
調
査
）
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
地
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
や
農
地

の
違
反
転
用
の
発
生
防
止
の
た
め
、

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
、
事
務
局
職
員
等
が
毎
年
市
内

農
地
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
の
結
果
、
作
付
け
さ
れ
て
お

ら
ず
、
遊
休
農
地
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
農
地
の
所
有
者
に
対
し
、

『
農
地
利
用
意
向
調
査
』
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
農
地
中
間
管
理
機
構

に
貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ
た
場
合
は
、

機
構
へ
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。　

　

今
回
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、

背
丈
の
高
い
雑
草
、
雑
木
が
発
生
し

て
い
る
農
地
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

管
理
さ
れ
ず
荒
れ
て
し
ま
っ
た
農
地

は
、
病
害
虫
の
発
生
や
有
害
鳥
獣
の

隠
れ
家
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
近

隣
農
地
や
周
辺
住
民
に
大
変
な
迷
惑

と
な
り
ま
す
の
で
、
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

・
農
地
と
し
て
の
利
用
が
難
し
い

　

・
今
後
の
維
持
管
理
が
不
安

　

・
す
で
に
原
野
化
・
山
林
化
し
て

　
　

お
り
、
農
地
の
復
元
が
困
難
で

　
　

あ
る･･･

な
ど

　

農
地
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
お

近
く
の
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

 
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

　　
　

７
月
〜
９
月
／
栗
原
市
全
域

▲耕起後美しい田に蘇りました

▲草を刈っていきます
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作　業　名 作 業 種 別 作業単位 ほ　場
区画等

標 準 賃 金
( 消費税込み )

作 業 内 容 等

堆肥運搬散布 マニアスプレッター １０ａ ─ 4,200 円 積込含む ( １ｔ散布の場合 )

機械肥料散布 ブロードキャスター １０ａ ─ 1,300 円

肥料・薬剤散布
背 負 式 動 噴 １０ａ ─ 870 円 ホース散布・追肥散布

ド ロ ー ン １０ａ ─ 1,300 円 ※未整理地及び障害物のある農
　地は増額の場合あり

薬 剤 散 布 セ ッ ト 動 噴 １０ａ ─ 1,200 円 補助員 1 名含む

耕 起 ト ラ ク タ ー １０ａ

50a 未満 6,100 円 ※排ガス規制対応は増額の場合
　あり50a 以上 5,800 円

─ 9,900 円 春・秋セット耕起料金
※排ガス規制対応は増額の場合あり

代 か き ト ラ ク タ ー １０ａ
50a 未満 6,800 円

田植が出来る状態まで
50a 以上 6,100 円

田 植 え

機 械 植 １０ａ
50a 未満 6,300 円

植付のみ（苗含まず）
50a 以上 5,900 円

側 条 施 肥
機 械 植 １０ａ

50a 未満 7,700 円
植付のみ（苗・肥料含まず）

50a 以上 6,900 円
直　播（湛水） 10a

種籾なし ─ 6,000 円 代かき済ほ場であること
種籾、鉄コーティング含まず

苗 代 　 　 １箱 ─ 730 円 苗運搬含まず

稲 刈 り コ ン バ イ ン
（ 刈 放 し ） １０ａ

10a 区画 17,400 円
籾運搬含まず
※排ガス規制対応は増額の場合あり30a 区画 16,300 円

50a 区画以上 15,400 円

乾 燥 調 製
乾 燥 ６０㎏ ─ 950 円 生籾

調 製 ６０㎏ ─ 640 円 籾摺り

色 彩 選 別 ６０㎏ ─ 690 円
畦 畔 塗 り 専 用 機 械 １ ｍ ─ 40 円 片側の盛土

溝 切 り 専 用 機 械 １ ｍ ─ 5 円

草 刈 り
ディスクモア １０ａ ─ 3,100 円 刈放し

フレールモア １０ａ ─ 4,000 円 細断

わら・牧草収集 ジャイロレーキ １０ａ ─ 1,700 円

わ ら・ 牧 草
梱 包

ロールベーラー １０ａ ─ 5,000 円 積みあげ・運搬は含まない
１個単価 1,000 円（１ｍ×１ｍ）

ヘ イ ベ ー ラ ー １０ａ ─ 5,100 円 積みあげ・運搬は含まない
１個単価210円 （10ａ当り25個）

ラ ッ ピ ン グ ベールラッパー １個 ─ 1,000 円 １ｍ×１ｍ

畦 畔 草 刈
草 刈 機 １時間 ─ 1,600 円
自走畦畔草刈機 １時間 ─ 2,700 円

賃 金
普 通 作 業 １日 ─ 8,500 円

実働 8 時間
オペレーター作業 １日 ─ 12,800 円

問い合わせ　栗原市農業委員会事務局
　　　　　　☎ （42）１２３９

令和4年（2022年） 栗原市農作業標準賃金表

栗 原 市 農 業 委 員 会

　令和 4年（2022年）の農作業標準料金並びに労働賃金の標準額について、関係者及び関係団体と協議
し、下記のとおり設定しました。農作業の受委託をされる際の、お互いの目安としてご利用ください。

※ 賃金の普通作業、オペレーター作業は消費税の対象にはなりません。
※ この表は、目安となる「標準的な額」を定めたものです。実際の作業料金を決める場合は、地域の実情やほ場の条
　 件等（未整理地、湿田、山間地、作業内容等）に合わせて、委託者と受託者で話し合いの上、決めてください。
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎︎（４２）１２３９

農地の生前一括贈与により納税の猶予を受けている方へ

３年に１回届出が必要になります
対象者は期限までに届出ください

贈与税の納税猶予
築館税務署

農業経営を行って
いる等の証明

届出書が送付
（１月末頃）

不動産取得税の徴収猶予
北部県税事務所

届出書を提出
（３月15日迄）

各総合支所
市民サービス課
産業建設係で、
証明書を発行します。

【提出先】
贈与税
　 →築館税務署へ

不動産取得税
　 →北部県税事務所へ

　令和２年１２月から令和３年１１月までの１年間に賃貸借権を設定した賃借料の水準
（１０アールあたり）は、下記のとおりです。
　今後、農地を貸し借りする際の参考としてご利用ください。

地  区  名 平　　　　均 最　　　　高 最　　　　低 デ ー タ 件 数
金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納

築 　 館 10,000 円 53kg 16,000 円 81kg 6,600 円 30kg 38 件 127 件

若 　 柳 13,500 円 61kg 22,600 円 96kg 7,000 円 48kg 848 件 74 件

栗 　 駒 10,300 円 46kg 20,000 円 67kg 4,400 円 10kg 251 件 540 件

高 清 水 7,200 円 73kg 18,000 円 120kg 4,300 円 30kg 7 件 177 件

一 　 迫 9,900 円 62kg 18,000 円 85kg 1,000 円 48kg 253 件 130 件

瀬 　 峰 9,700 円 46kg 16,600 円 88kg 2,100 円 19kg 431 件 48 件

鶯 　 沢 9,700 円 56kg 15,000 円 67kg 5,000 円 15kg 229 件 188 件

金 　 成 8,600 円 64kg 17,000 円 100kg 3,200 円 30kg 246 件 346 件

志 波 姫 11,600 円 52kg 22,600 円 65kg 1,600 円 10kg 410 件 73 件

花 　 山 4,900 円 25kg 6,000 円 38kg 3,700 円 22kg 20 件 23 件

栗 原 市 11,100 円 56kg 2,733 件 1,726 件

栗原市の農地の賃借料情報

※特別な事情などで賃貸借されたデータは除いています。								      
※畑については、提供できる賃借料情報が少ないことから表記していません。						   
※データ件数が少なく前年と大きく変動している地区があります。実際の賃借料を決める際は、周囲の収量や地域の
　実情、ほ場の条件等（未整理地、湿田、山間地等）に合わせて、貸出人と借受人で話し合いの上、決めてください。

田（水　稲）



　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�

くりはらし農業委員会だより 6

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込み・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎︎（４２）１２３９

事前予約のお願い！（申請・届出・相談など）
　総会開催時は担当者が不在となります。また、申請や
届出・相談（農地転用・権利移動、非農地証明など）の
お客様で窓口が混み合い、長時間お待ちいただくことが
あります。
　大変お手数ですが、農業委員会事務局または各総合支
所市民サービス課産業建設係に「事前予約」のうえ
ご来庁いただきますようご協力をお願いいたします。

１月 2 月 3 月

申 請 期 日 １１日（火） １０日（木） １０日（木）

総会開催日 ２７日（木） ２４日（木） ２８日（月） 農業委員会事務局　４２- １２３９
築 館 総 合 支 所　２２- １１１４
若 柳 総 合 支 所　３２- ２１２４
栗 駒 総 合 支 所　４５- ２１１４
高清水総合支 所　５８- ２１１３
一 迫 総 合 支 所　５２- ２１１４
瀬 峰 総 合 支 所　３８- ２１１４
鶯 沢 総 合 支 所　５５- ２１１４
金 成 総 合 支 所　４２- １１１４
志波姫総合支 所　２５- ３１１４
花 山 総 合 支 所　５６- ２１１４

令和3年度農業委員会総会開催予定日
※諸事情により、申請期日および総会開催日
が変更となる場合があります。

お問合せ先相談予約

女性農業者のための農家相談を開催します！
　農業委員会の女性委員による女性農業者のための相談会を開催します。
　農業はもちろん、暮らしのことなど、ふだん疑問に思っていること、悩んでいることを女性委員
に相談してみませんか？

１．日　　時

　　　　　　　　　※相談時間は、お一人 60分以内を予定しています。
２．場　　所　市役所金成分庁舎３階　304 会議室
３．相談内容　農業、農地のほか、疑問に思っていること、ふだん抱えている悩み事など
　　　　　　　※相談は無料です。
４．対　　象　栗原市内の農業に携わる女性の方（お一人でもグループでの相談も可）
５．相談予約　前日までに農業委員会事務局（℡ 42-1239）にお電話でご予約をお願いします。
　 ○ご予約の際は、ご希望の時間をお知らせ下さい。

○当日は、マスクの着用をお願いします。

開　催　日 時　　　　　　間

令和４年２月１日（火） 午前10時～ 午前11時～ 午後 1 時～ 午後２時～

農業委員会審議状況
農地法第３条

農地の
賃貸借・売買等

農地法第４条
自己所有地を
転用する場合

農地法第５条
権利を設定・移動
して転用する場合

農用地利用集積計画
認定農業者等への

賃貸借・売買等

非農地証明
使用されている土
地について農地で
ないことの証明

空き家に付属
する農地の
指定申請

７月 15件  （91,525.00㎡） 0件   （0.00㎡）6件  （3,232.00㎡） 21件（121,685.00㎡）9件  （8,419.00㎡）0件　　（0.00㎡）

８月 10件（153,330.00㎡） 2件（583.00㎡）7件  （4,182.00㎡） 7件  （34,116.00㎡）5件  （8,050.00㎡）0件　　（0.00㎡）

９月 11件（104,635.39㎡） 0件   （0.00㎡）9件（12,706.00㎡） 8件  （36,429.00㎡）7件（14,497.00㎡）2件（1,589.00㎡）

10月 14件  （94,765.00㎡） 1件   （0.56㎡）3件  （1,426.39㎡） 8件  （58,405.00㎡）7件  （9,078.00㎡）0件　　（0.00㎡）

11月 21件（120,635.00㎡） 0件   （0.00㎡）3件  （1,087.90㎡） 21件（146,684.00㎡）2件    （746.00㎡）0件　　（0.00㎡）
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎︎（４２）１２３９
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令和4年から
　　農業者年金制度が改正されます
令和4年から
　　農業者年金制度が改正されます
令和4年から
　　農業者年金制度が改正されます

Point
1

Point
1 35歳未満で要件を満たす方は、保険料の納付下限額が

2万円から1万円に引き下げられます　　　　 　　  （令和4年１月１日以降）

Point
3

Point
3 農業者年金の加入可能年齢が引き上げられます　　  （令和4年5月１日以降）

Point
2

Point
2 農業者年金の受給開始時期の選択肢が広がります　    （令和4年４月１日以降）

※昭和32年４月２日以降に生まれた方が対象

※保険料引き下げ（保険料１万円以上）の対象者
次の①～⑤のいずれにも該当しない方
① 認定農業者かつ青色申告者　　　② 認定就農者かつ青色申告者
③ ①又は②の者と家族経営協定を締結し経営に参画している配偶者又は直系卑属
④ 認定農業者又は青色申告者　　　⑤ ①又は②以外の農業を営む者の直系卑属で、その農業に常時従事する後継者

留意事項 通常加入で２万円未満の保険料を選択している方が、35歳になった又は認定農業者になった等上記 ①～⑤
のいずれかに該当した場合には、通常加入の保険料を２万円以上に変更又は政策支援加入の手続きが必要と
なりますので、ご注意ください。

●農業者老齢年金については、65歳以上75歳未満の間で、受給開始時期を選択（裁定請求）することができる
　ようになります。（裁定請求せずに75歳に達した場合は75歳から年金を受給することになります。）

●特例付加年金については、農業経営の引退など受給要件を満たしていれば、いつでも受給開始時期を選択（裁
　定請求）することができるようになります。なお、農業者老齢年金とは異なり、受給開始年齢の上限はありません。

●農業者年金に加入できる年齢の上限が、 20歳以上60歳未満から20歳以上65歳未満まで引き上げられます。
　（ただし、国民年金の任意加入者であって農業に従事 （年間60日以上）している方に限ります。）

詳しくは、農業委員会事務局　☎42-1239　または、農業者年金基金にお問い合わせください。
独立行政法人 農業者年金基金 https://www.nounen.go.jp
●専門相談員
　TEL03-3502-3199

●企画調整室
　TEL03-3502-3942 農業者年金基金 検索検索

⬆⬆



　栗原市の冬のレジャースポット、花山漁業協同組合が営業す
る『ワカサギ釣りドーム船』が今年もオープンしました。
　「暖かく快適に釣りを楽しみたい･･･」お客さんからの要望も
あり、花山湖に設置されたドーム船は２０２０年２月にスター
トしました。設置場所が良く、ドーム船の下にはワカサギの群
れが集まります。「東北でいちばん釣れるらしい」と口コミが広
まり、今や県内ならず東北各地から釣りファンが訪れ、土日は
ほぼ満席の大盛況ぶりです。
　営業は３月３１日まで。ご予約はお早めに！

（取材　三浦　栄委員）　

レジャー
 スポット み～つけた!! 「 ワカサギ釣りドーム船  」「 ワカサギ釣りドーム船  」

〒987-2511
栗原市花山字本沢北ノ前１１２－１
　　　　（道の駅　路田里はなやま内）
☎ ０９０－２９８３－２２６５
電話応対時間／ 10：00～ 11：30
　　　　　　　14：30～ 16：30
定休日／ 12月 31日、1月 1日

《事前予約・お問い合わせ先》

花山漁業協同組合

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

　

さ
て
さ
て
、
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
年
で

あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

2
0
2
1
年
は
今
ま
で
に
経

験
し
た
事
の
な
い
コ
ロ
ナ
渦
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
な
が
ら

も
、
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
と

不
安
を
抱
き
な
が
ら
の
、
農
作

業
だ
っ
た
事
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
農
業
委
員
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
少
し
で
も
皆
様
の

お
役
に
た
て
る
情
報
や
話
題
な

ど
を
提
供
出
来
ま
す
よ
う
に
頑

張
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
如
何

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
今
後
と

も
引
き
続
き
の
拝
読
を
頂
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
に
幸
の
多
い
新
年
で
あ

り
ま
す
様
に
、
ご
祈
念
い
た
し

ま
し
て
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

（
髙
橋
寛
委
員
）

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記

くりはらし農業委員会だより 8

地
域
と
と
も
に
あ
り
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
事
組
合
法
人 

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
平
形

■2022（令和４）年１月１日発行　第48号　■発行／栗原市農業委員会　■編集／栗原市農業委員会だより編集委員会
〒989-5171 宮城県栗原市金成沢辺町沖200番地 ☎ 0228（42）1239 ファクス 0228（42）1249　電子メール nogyoiinkai@kuriharacity.jp

　

今
回
は
金
成
津
久
毛
地
区
で

稲
作
を
中
心
と
し
た
共
同
経
営

を
展
開
す
る｢

農
事
組
合
法
人

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
平
形｣
の
ご
紹

介
で
す
。

　

津
久
毛
地
区
は
総
面
積
３
６

０
㌶
余
り
の
圃
場
整
備
事
業
が

採
択
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
本
格

的
な
面
工
事
が
開
始
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

整
備
事
業
に
よ
っ
て
予
想
さ

れ
る
農
地
の
流
動
化
に
先
駆
け
、

地
域
に
見
合
っ
た
整
備
内
容
の

要
求
や
、
理
想
と
す
る
農
村
の

未
来
像
と
後
継
者
の
悩
み
を
共

有
す
る
、
隣
組
５
人
衆
で
立
上

げ
て
５
年
に
な
る
そ
う
で
す
。

代
表
理
事
の
須
藤
幸
樹
さ
ん
は

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
脱
サ
ラ

で
経
験
不
足
は
否
め
な
い
と
し

な
が
ら
も
、
組
合
員
と
そ
の
家

族
に
よ
る
協
業
を
基
本
に
、
畜

産
農
家
と
連
携
し
て
土
に
こ
だ

わ
る
米
作
り
で
質
と
量
の
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

規
模
拡
大
に
伴
い
、
経
営
の
見

え
る
化
と
継
続
性
を
担
保
す
る

為
に
も
法
人
化
は
有
効
な
手
段

に
な
る
と
の
事
で
し
た
。
今
後

と
も
地
区
担
い
手
の
中
核
と
し

て
発
展
さ
れ
る
事
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

    

（
取
材 

髙
橋
榮
一
委
員
）


